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〔令和６年度 学校スローガン〕
全員が主役！誰一人取り残さず 感動と笑顔が輝く 活力あふれる綿打中学校

令和６年度が順調にスタートしました！
４月８日の始業式・入学式に始まり、部活動オリエンテーション、全国学力学習状況調査（３

年）、交通安全教室、授業参観・保護者会など、年度初めならではの行事が盛りだくさんの４月

です。生徒も先生も、元気に頑張っています。

１年生は中学校生活に少しずつ慣れてきました。

チャイム前に着席し、授業中の反応も良いと評判で

す。また、２年生は先輩として、３年生は最上級生

としての自覚をもちながら学校生活を過ごしていま

す。"憧れの先輩"となってくれることを期待してい
ます。

授業参観・学年懇談会では、お忙しい中、保護者

の皆様に足を運んでいただき、ありがとうございま

した。生徒の健やかな成長のために、今後もご家庭

と学校が手を携え、同じ歩調で指導にあたっていき

たいと思います。ブログには、全クラスの授業の様

子を上げましたのでご覧ください。

令和６年度 学校スローガンについて
今年度の学校スローガンは

『全員が主役！誰一人取り残さず 感動と笑顔が輝く 活力あふれる綿打中学校』です。

「全員が主役」とは、綿打中学校に在籍する２１６名の生徒と２８名の教職員全員が「自己実現を

目指して全力を尽くすこと」を意味しています。『みんなで育て、みんなが育つ』を合い言葉に、一人

一人の存在を大切にし、活力ある綿打中学校を築きたいと考えております。

昨年度はコロナ感染症対策が緩和され、様々な活動が再開されました。今年度もさらに教育活動の

充実を図り、すべての生徒に感動と笑顔をもたらすことのできる、活力あふれる学校づくりに取り組

んで行く所存です。全教職員が共通理解のもと、一致団結して取り組み、学校教育目標の実現に努め

て参ります。

学校教育を進めていく上では、家庭や地域の皆様の協力が欠かせません。「綿打中学校に通えてよ

かった！」と思えるよう、地域に根ざし、地域に誇りをもてる生徒を育成していきたいと考えており

ます。皆様のご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

部活動オリエンテーションを行いました（4/10）
部活動紹介では、２・３年生が勇ましいプレーやユーモアあふれるトークを披露して、自分た

ちの部活動の魅力を１年生にアピールしました。顧問の先生が登場して、シュートをしたり、ヘ

ディングをしたりする場面もあり、たいへん盛り上がりました。

仮入部期間を経て、４月１８日の部活動集会で入部が確定しました。部活動では、心身を鍛え

るだけでなく、生き方の土台となるコミュニケーション力や協調性等も育むことができます。仲

間や先輩たちと切磋琢磨しながら、たくましく成長していくことを期待しています。



＊学校の部活動ではなく、学校外の活動に参加する生徒もいます。クラブチームや習い事など

での活躍も期待しています。よいニュースが聞けることを楽しみにしています！

命を守る交通安全指導について
ここ数年、群馬の中高生の自転車事故件数はワース

ト記録を更新しています。事故の多くの原因は、一時

停止を怠るなどの交通違反によるものです。

綿打中学校では、「自分の身は自分で守る」意識の

高揚、２ストップと「絶対停止」の徹底、危険箇所の

把握に重点を置いて交通事故未然防止を徹底していま

す。

先日の「交通安全教室（4/22)」でも、動画の視聴
をしたり、安全主任が交通ルールを守ることの重要性

を伝えたりしました。交通安全については、今後も学校で引き続き指導をして参りますが、ご

家庭でもご指導をお願いいたします。また、危険箇所や交通安全に関して気になる点などがあ

れば、ご遠慮なく学校職員に連絡してください。よろしくお願いいたします。

〔自転車の交通安全のために守ってほしいこと〕

・一時停止を守る（絶対停止。「止まれ」の標識がある場所や見通しが悪い場所は必ず一時停止をする。）

・一列で走行する。（自転車は車と同じ車両扱い。並列走行は絶対にしない。）

・左側を走行する。（車と正面衝突する可能性があるため、右側通行は絶対にしない。）

※毎朝、生徒の登校指導をしていますが、時間ギリギリに登校してくる生徒は他の生徒に比べ

てスピードが出ており、一時停止が不十分になっています。余裕をもって家を出るよう、ご

家庭でもお声掛けください。８時２０分よりも前に学校に着くと、ゆったりとした気持ちで

教室まで歩いて行けます。朝のゆとりが、一日の落ち着きにつながり、集中力もアップする

と思います！




